






研究目的 

脳性麻痺の三大原因の一つに数えられていた新生児重症黄疸に起因する核黄疸(ビリルビ

ン脳症)は，光療法が導入されて以来，その実態は不明にもかかわらず，あたかも解決され

たかのごとく等閉視されている。一方新生児黄疸には，はなはだしい人種差の存在するこ

とが記載されて久しい。即ち新生児黄疸の平均的な経過は，白人では生後 3～4日に血清ビ

リルビン濃度が最高となり,その平均は 6mg/100mlであるのに対し，日本人では我々(1972)

および山内(1976)の成績によれば,生後 5～6 日に 12 ㎎/100ml と白人のそれの丁度 2 倍の

強さに相当する。従って本邦では殆んどすべての新生児は,大なり小なり新生児黄疸を経験

することはあまりにも明白な事実である。かような人種的に特有な新生児黄疸に関連する

問題は,日本人の手で,日本人の新生児を対象として検討されなければ解決されないことは

自明の理である。しかるに，その本態は勿論，治療方針，予後などに関する知見は,断片的

には報告されているが,全国的なレベルでの実態は全く不明であるのが現状である。従って

本邦における新生児黄疸の予後,光療法の適応などの全貌を明らかにするとともに,新生児

黄疸に対する適切な治療指針を確立し,核黄疸の根絶を究極の目的とするものである。初年

度の研究課題として下記の臨床的並びに基礎的な 3項目について検討した。 

1)新生児黄疸の臨床的研究 

2)光療法の基礎的研究および臨床的研究 

3)核黄疸(アルブミンとビリルビンとの相互作用およびビリルビンの毒性) 


